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序文

二線員の中で、

殖技術も確立さ

の二枚貝に関す

ろの、アサリ、

例は少なく、こ

 の部分が多い。

これまでの二枚

えられる。すな

フィールド調査

るものである。

 (1956)のアサリの生態学的研

後者は、二枚貝

反応から、様々

た濾水率などの

である。例えば

は、鯨片のせん

 る。

しかし、生物と

い。環境が生物

流動的な関係に

環境因子の複合

々の影響につい

は、特殊条件下
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とは難しい。この

なるべく正確に、

貝の応答を詳細に

二枚貝のそれぞれ

柱二枚貝に共通の環境要求もあると考えられる。

そこで、本研究で

並行して行い、

調査と環境調査

 行動や、生長を観察し、それら

室内飼育試験で

第一の目的とし

決に重点をおい

耐性試験、生長

 体的数値で表現できるようにした。

次に、これらの

(第廻章)に適用

 た。

現場の調査から

結果と室内での
貝の適環境条件を明らかにしたいと考え

以上のような目

変動の機構の解

 考え方を提示したいと考えている.
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 第■章  二枚貝の飼育

まえがき

環境の様々な変

の確立が必要で

て克明に観察が

本的な飼育方法な

特にこれまで蒼

について定量的

料について検討

どについても、

の探索に努めた

 果の評価について考察した.

ここで用いた二

(河口域)のアサ

olivacea)、海

 ガイ(Tele議actracrossei)である。

 第1節飼育方法の検討

 1.材料および方法

 [供試材料]

材料として宮城

おいて採集され
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いて採集された

カガイ、福島県

イを用いた。こ

 9.OO6～0.2g)の稚貝を絹いた.

 [方法]

 (i)砂の分別

砂押川河口およ

μ靱以下のシル

5GO～憩0魯麟膿

で6時間の乾熱滅

4鱒～700μm、

 (2)飼育水の調製

アサリ、ウバガ

海水(S&1.32.3

水を東北大学農

た.飼育水量は

重量(殻付湿重量)igにつき飼育水i£以

 (3)予備飼育

32ガラス水槽

2cmに敷き詰め

験開始時まで飼

 鯉池の底泥懸濁液(COD50
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 (4)潜砂試験

 (4)一1稚貝の潜砂行動の観察

予備飼育中の稚

個体(非潜砂個

し、潜砂行動

イは3個体、ヒ

れた.対照と

 操作、観察を行った。

 (4)一2稚貝の生死の判定

水管の伸長が認

水のなかに収容

 ものと判断した。

 (4)一3潜砂率の測定

潜砂率とは試

を示し、次式

 %以上が砂中に埋没しているも

完全潜砂個数

潜砂率

 実験開始時の収容個数

 [異なる底質条件下における潜

5種類の海砂

 一5一



(粒径200～290

 (水量40舳1)に深さ2c搬

水温18℃において

 た。

 (4)一4潜砂所要時間の測定

潜砂所要時間とは

 要した時間である。

 [異なる底質条件下におけ

哩種類の海砂(シル

深さ2c驚に敷き詰

個体ずつ行い、

底質において28個体について潜砂所要時間

 (5)耐性試験・生長試験

耐性試験は3£

 容して行った。

生長試験は500

つ収容し、5～1

 て行った。

 (5)一1稚貝の生長の観察

アサリ稚貝を50

20～23℃(室温条

た。アサリの殻
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灘
灘

て毎日測定した

 た。

(昏)一2通気および換水の有無と水質の関

ウバガイ稚貝を

気および換水の

について調べ

約5臓)からサイホ

溶存酸素濃度は

 P)を用いて測定した。

 完全に砂上に出ている稚貝数

砂上率

収容稚貝数

 2.結果

灘
難
灘
驚
懸
灘
蕪
灘
鞍
懸
懇
懇
灘

繋
舞
曲
舞
鰻
瑚

 2-i.潜砂行動

表iにはヤマト

いて移入後の潜

潜砂個体)は移

上に出ていた個

の砂上個体は水

のことは稚貝は

 砂性二枚貝の活力は潜砂行動から判定できる.
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 灘
・

図1には異なる

いた場合微総砂

iG分後に5鵬、

には微細砂～細

認められた.粒

後に2暁、鈴分

比べて潜砂行動

極粗砂を用いた

砂場所の探索行

始したものの砂

ぎなかった.粒径

60分後に鶏%で

 砂率55%)であった。

粒径200～290μ

潜砂完了した

分を経過して

%であった.粒

 率は玉0%に過ぎず、極

図2には異なる

る。粒径63～2

あったが、粒径

いる。粒径500

た。63μm以下

 同じであった。

以上のことから
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Sec.

 働⑪

鍵

⑰
⑪

 ㊨
4

潜
砂
所
要
時
間

20

o

 τ
整

1
⑫
-

 μ鵬

 《麗総量

 シルト器⑪

 微細砂～細砂

 雛◎'薯

 弱。
中砂

 飼育砂の粒径

 騎⑭ 竈
ζ

 穂⑪ゆ

粗砂

図2飼育砂
 潜砂所要時間の関係

 (水温18℃)
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灘
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灘
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靆

要暗闇の測定に

能であることが

ついて潜砂行動

 時間その尺度として用いることができる.

 2-2.稚貝の生長

図3には餌料と

されている。砂

定の値で推移し

のアサリが殻長

を示すことが分

 間中の殻長の伸びを飼育日数で除

2-3通気および換水の有無と砂上率の関係

表2にはウバガ

諏、稚貝の砂上

は小さいが、溶存

71.隅、3日後に

25、釦%と増加傾

これに対し、通気
 したがって、耐性試験は通

表3にはウバガ

pH、稚貝の砂上

溶存酸素飽和度

溶存酸素飽和度
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 表3.  生長試験における飼育水の溶
 欝Hおよびウバガイの砂上率の変化

 0)、

   時間i日後
      条件項目

    D.0(%)隻0隻.2
      通気あり換水あり

    P簸8.328

   砂上率(%)

   D.0(%)10婆.

  換水ありP

 通気なし

   D.0(%)91.
      換水なし

    pH8.318

  砂上率(

註,500ml
1個体ずつ収容

 D.0、pHの値はそれぞれの

(水温Ji8℃、餌料;Ske工etone職

『
甚
・
一
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鎌

砂上率がそれぞ

素飽和度は100%

合には換水を毎日行うならば、通気は必要ない。

 第2節餌料の検討

 1.材料および方法

供試材料:材料と

 稚貝(殻長i～10臓)

 
鍵
懇

 i-i餌料の超音波処理

農学部構内の流水

し、発振周波数

してガラス棒に

時間後の懸濁液

 定した。

松平培地(藻類実

50p脚、クロロ

 音波処理を行い、顕微鏡下に

超音波処理および

いて、水温20℃

 の溶液を馳1ずつ6同ずつ与えた.

 (2)一2.二枚貝に対する餌料効果

餌料として次に挙

 一16一



ヒメバカガイに

生養鯉場のアオ

料、培養したクラ

Skeletone瞼cos

自然水域の底泥

濾過海水で稀釈

液曹と呼ぶ)CO

5磁ずつi日6回

つ収容し、水温

いてはこれらの餌

 台新港底泥についても試験を行った.

 

 (2)給餌回数の検討

餌料が鯉池底泥

餌回数を変えて

サリ、ウバガイ

温20℃で30日間

り1、3、5、8、1

 2.結果

 2-1餌料の超音波処理

図4には大学構

いたのは主に図

の排泄物を主体

 一17一
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 繊葺、

霧

が認められた

る。図5には鯉

が示されている

く増大して29G

四p躍でi/4の

 減少し、御p脚を示し

40p脚で横這と

に減少し続け

波処理液の方が

 理によって均一に分散

培養したSkeietop

Skeieto簸em&c

あることが多

た。1～2celi

 切れたことを示している。

図6には超音波

示されている。

合は餌料効果が

められ、生長速

料として有効な

 れ・ガラス棒による撹

 2-2。二枚貝に対する餌料効果

この超音波処理

 た底泥のヤマトシジ

図7には底泥の採

井戸浦、砂押川

 一19一
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50.9、39.2μm

餌料効果は殆ど

 の排出が認められ、これらの

アサリの場合にも

の底泥を餌料とし

 μm/昼&yであった。

写真5、6、7に

る.共通点として珪

なかでも鯉池底

 したがってヤマトシジ

図8には餌料とし

びアサリの生長

たSkeleto艶撮

%))および海水

119.7μm/δay

自然水域の底泥を用いた場合の約2暗
以上の結果はヤ

あり、なかでもSke

表5には各餌料の

 料効果について示され

costat脇を与えた

蒲生干潟底泥、

低く、鯉池底泥の

固形飼料には餌

定の有機物含
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 表5 各餌料条件下での二枚貝類の生
 ()内の数値は標準偏差を示す

単位

20℃)

μm/day

種類餌

 鯉地底泥56.

スケレトネマ1(

クラミドモナス

ミクロキ

パヴロヴァ4(ハプ

 蒲生干潟底泥57
酵母

固形

㈱

 -
「
∠
3
4

註  SkeletOReπtacostatu』m *データなし

 CMa皿ydomo遊asTk株

 麗icrocystisaer犠ginosa
 Pavlovalut益eri

欝
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しこのような餌料

 分、あるいはその両者が餌

 2-3.給餌回数の検討

図9には給餌回数

を餌料として用

5回以上の給餌で

costat脇を与えた

i12.2、5回給餌で

図iOには給餌回

泥およびSkeleto

の給餌があれば

 90、iμm/d&yであった。

これらの結果から鯉

cost&t膿を用い

 えばこの餌料条件の下での

したがって生長

得られるが、こ

分な回数(最大生

 ことにした。

 第3節潜砂試験・耐性試験・生

第生節・第2節に

 ・耐性試験・生長試験を行い比較した。
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 1.材料および方法

供試材料:1988

 貝を用いた。

方法;異なる塩

編}、海水濃度

度30%(Sa1.9.5

 試験・生長試験を行った。

 ①潜砂試験

駒G紐ビーカー

 時間後の潜砂率を測定した。

 ②耐性試験

3珍水槽(水量2

めた。餌料はSkeieto鷺e黙costat灘を購いた

 ③生長試験

500副ビーカー

た.餌料はSke

における稚貝

て7渥間隔で殻長を測定し、生長速度を求めた

 2.結果

図1iには異なる

されている。10

海水濃度70%(

漏)、海水濃度

潜砂個体は全く

 一30一



灘

難

鰍姫

難
雛

に収容された全

濃度5眺(Sa1.路

には海水濃度50%

io§%(Sai.32。

(Sa1.i2.8編)の

 9.5編)の場合には潜砂行動

図12は異なる塩

いる.生残率が

場合には胸礫であ

海水濃度総髪(S

徐々に低下し2

3脇ISal.9.5馬

ちヒメバカガイの生存限界点はi5

図13には異なる

示されている.

は全く認められ

 度iG脇(S撮.32.3矯)の

32.3μ鶉a/day

干緩慢になり平

総合すると潜砂試験結果と耐性試験結

潜砂試験において

海水濃度70%(S

ても生残率が9

時間後の潜砂率

なわちヒメバカ
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とができる。

)を用いた潜砂試

生長試験結果に

 た。

したがって生長

 であると考えられ、生長試験

議

論

これまでの二枚

と考えられる.

と、第二に長期

たことである.

イ、ヒメバカガ

た結果次のこと

行動を開始するこ

そこでこれらの

を試み、耐性試験や生長試験の結果と比

石田他(1972)は

殻率を用いてい

が認められたも

では、水管の伸

(図11、i2)。

たが、24時間の

 一35一



 β懸

は30%で長期生存

存の可否は一致

とえば、ヒメバ

 が廻膿(腿時間経過

第二の問題であ

養藻類のほかに

 ある餌料は緑藻の馳賂iie

 Tetrasel匪iss麓ecica(丁

翼iもzsc娠acio

培養藻類が多い

水率との関係に

 い。本実験中の観察によれ

C延a醗麟。鵬賂

出された量は同

それは低いこと

することはでき

 のに不可欠であると考えられる。

Skeletoηe総co

示したが、他に

餌料として利胴で

(飴vic雛laspβ

などを懸濁状態

観察し、アサリ

ばし、水中の懸

 一36一
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用いて砂上の物

行動に大きな差

であるヤマトシ

泥を用いるためには超音波処理が

自然水域の底泥

 (5鵬g/i)以上では擬

B誠ceij飽誕.,

と餌料効果が高

合には擬糞は少

合には擬糞が殆

餌料の量的な問題

 が行っているのではないかと考えられる。

次に本研究で検

 おける生長速度とを比較し考察する。

朝比奈(ig姐)に

内に殻長7～11

7～11麗に生長

 dayである.本実験で

costat膿を餌料

 らの2.4～1.5倍に相当する。

池末(1956)は有

ケ月後1鰍、6ケ後

4～6ケ月までの

生長速度205μm/

 の約75%相当する。
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 表6.飼育試験方法(まとめ)

  飼育容器ガラス水槽(3£)毎ビーカー(500瞭工)齢
  通気有り(耐性試験)

 換水毎日(耐性試験・生長

  餌料珪藻(Skeletoae盈acost&tu」霞)鯉池底泥
 給餌回数6回(COD50P夢魚餌料溶

  稚貝サイズ殻長1～10職

 測定項目生長速度(生長試験)生残率(耐性試験)潜砂率(。潜砂試験)潜砂所要時間(
 註:*稚貝を20欄体ずつ収容

**稚貝を1個体ず

}8 う
⊃
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高丸(198i)によ

の生長が最も速

生長速度99μ n

自然水域における生長速度の約i.5倍に相当

以上のことから

を明らかにする

の生長より高い生
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まえがき

ウバガイ(Spisd

道沿岸を主産地

 なども行われるようになり、

図i3は、ig57～

年変化を示して

ンの闇で変動を繰

いる。かつては

 の生産が減少傾向にあり、

1988年でみると

%にあたる.しか

近年の漁獲水準

に落ち込み、そ

の大きな資源変

在のところ明ら

明するためには現

んのこと、様々

 察してゆくことが重要であると考えられる。

そこでウバガイ

境特性を明らか

環境要求を明ら

 考察することを目的として研究を進めた。
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第1節ウバガイの飼育試験による解

 1.材料および方法

 1-i供試材料

材料として福島

業センター(19

88年)されたヒメバカガイの稚貝

 1-2飼育試験方法

耐性試験・潜砂

 れた。

 A.耐性試験

 A-1.水温

32の円型ガラス

ずつ収容した。

ように設定した.餌

換水は毎日行い

状態、死亡に至

 めた。

 A-2.塩分

飼育ならびに観察

女用湾濾過海水

海水濃度io6%

(Sal.15、5漏)
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睡鯖

になるように調製し、水温は18℃において試

 A-3溶存酸素

工£円型水槽(直

/cガ)収容し、飼

に鐵ていたウバガ

 溶存酸素量はウインクラ

 B.潜砂試験

 B-i潜砂率の測定

分別した海砂を

ガイ稚貝を20個体

μm(微細砂～細

 (粗砂)を用いて潜砂率を求めた.

 B-2潜砂所要時間の測定

 R-1と同様の底質条件

 C.生長試験

5G舳1ビーカー(

収容し、餌料は

試験を行った.給

回5戯ずっとし

数は5～io個体

況などに留意し

速度を求めた。

 長試験を実施した.
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 C-1.水温

水温はそれぞれ

 た。

 C-2.塩分

海水濃度1§眺

(Sa1.15.5編)、

 になるように調製した飼育

 C-3.底質

底質をシルト

砂(粒径2弱～5

 水温器℃で試験を行った。

 2.結果および考察

 2-1水温の影響

図i5には飼育水

および蹄℃の条

25℃の場合には

た。28℃ではM

 日目には全て死亡した。

30℃の場合はさ

イの高温に対する生存限界点は25～28℃

図i6には、餌料

飼育したウバガ
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緩やかであるが、

關の生長が認めら

の生長が認められ

活動を行い、糞の

による吸収率の低

摂餌行動も不活発

 考えられた。

 図17には飼育水温とウバガイの

Skeieto取e盤cost

89.5μ鵬/αayが

合の約9驕に相当

25℃においてはさ

た.すなわち23℃

件である。前述の

にとって適当な条

害がではじめ、28

推測された.一方

 いるが吸収率が低下したために生

図18には、飼育水

る。ヒメバカガイ

ることが知られ

 件が最大の生長速度を示
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 2-2.塩分の影響

 図19にはウバガイの

試験開始io分後の

70%(Sa1.22、6騰)

海水濃度40%(

れぞれ、1G、

められなかった

10眺(S撮。32

Sa1.12.8騰)に

(Sa1.12.8脇)

)では、潜砂行

 ろうと判断された。

図20には各々

度5G%(Sal.i5

の生残率はio

目に80%、10日

った.海水濃度

 た潜砂試験からの予測と一致した。

図21には、海水

海水濃度io鵬

る。海水濃度

には試験開始

 たが、海水濃度5鵤

図22に異なる塩分

初期殻長が1～

 一50一



 “一懸

 

轄㈱

麟

撫

撚撒
縣
灘

鍵

講

難
彗糊

燃

%

 簿⑪

潜
砂
率

雛

40

⑪

'
ノ

 '
馨

ノ
ダ
ノ
ノ

ノ
ノ

 鰯
1飴
矯
8〆
が
-

 漕
騨
駒
/-ん

♀
%
!
4

鯵 趨

 メ》、、 ダんん

 /ノ・毒＼一

鵠  405⑪㊨070
海水濃度

%
 纏⑪騎鴛◎

 図19ウバガイの潜
 海水濃度100暑(Sa1.32、3編)
海水濃度70亀(Sa1.22。6篇)
海水濃度50亀(Sal.15.5編)
海水濃度40暑(Sal.玉2.8脇)
海水濃度30亀(Saユ.9.5篇)

 一51一



“
輩
『

聖

霧

(
聡
選
潟
劉
賎
蕪
題
.
O
。
◎
D
一
眠

勲
嚇
晦
e
Φ
醤
赫
協
ゆ
超
縛
想

癒
田
櫃
畷
鵠
黛

。

田

(爵
の
。
⑰
。
一
鱒
◎
Q)岬

Oの
遡
騨

(

麟
旨
⑱
}

一 翼
oo純

一
・
睡
鱒
贈
爵
)卵
O噂
蟹
騨
蚤
麗
!

 7㊧
†
㊧
i⑳
一
⑳
/麟

!?⑭

/

暴
ー
ー
嘆
一
峯
`:文

唱
::X一

一
:×
ー
ー

 (論
究
縄
。
一
纏
勾
陰
)即
O卜
遡
騨
暑
聡

 (爽
η
欄
の
。
一
鱒
惣
。
)御
OO一
翼
騨
愚
鍵

(
爵
義
・

。
瞬

洲鰹路

 一52一

 OO騨

咄

離
懸
灘

  

徽熊

蝉
灘
脳
饗
難
紺

 ・
脳
、
雛
『

糊

濾
縦

 ㈱
莚
霧

 撒、 ㈱
灘
幾



(騒
麟
鱒
ρ
惣
§
oo懸

賞
ω
鶴
oρ
⑪
8①
潔
惣
○
施
薬
騎
.O。
O

蝋
姻
e
ヤ
氣
《
心
噛
む
聯
想
F
蓮
蘇
虫
婆
ゆ

懸
口
髄
臨

 O苧⑫
 O鯉

9
 O
O
艀

(

田

㊤
㊥

@
軸

㊥

 認
の
,の
一
.一
φ
匂
Q)

 御
O
頃
遡
麗
曇
鍵

欝
鷲

鵠
婁

。

騨麟騰

 麟⑭

噂

 ㊥㊥母

瞬
(

㊥㊥

 綬
O,偶

偶
。
一
頭
oQ)岬

O卜
 ㊥禽

醤
麗
暑
礎

餐
餐

8
 §
蠣

雲

。

㌍鯛噂鱒
 ㊥鯵⑪

鏡
鐙働

㊥㊥

⑪⑤

麗騨

 一53一

韓
蝋

噂

譲

嶋

瞬
(薦
.爲
.・
鱒
。
Q)

㊤

雑嚢奮

湘
撒

 、
華
誕
壼
萎
、
燃
㈱
藝
、
難
垂
鱒
. 、
馨
紺
淵

}
㎜
淵
 灘



猟

懇議
響舞
灘一難
雛藝難
襲懇籔蟹薄霧融

糖撚撒
灘ぽ 

糊灘鮒
難灘

 『難

燃
鰯

照

  

鞭踊灘 脳綴

 μm/陸島y

 鴛⑪

◎5

生
長
速
度

 ヤ
}き
}専
華
-覧
姦
畜
睾
華
華
君
撃
-

 r
㊨
i

 τ
-
-
…
摩

一
丁

轟初期殻長ユ
⑭初期殻長

 丁
}
-
-
1
-
1
傘
-
1
一
-
一
-
↓

 T
一
麟
L

海水濃度10
海水濃度
海水濃度5
海水濃度尋
海水濃度

 304⑪5⑪70餐⑰⑪
海水濃度

 図22

ウーバガイの生長におよぼす塩
 (水温;20℃、餌料∫Sk

o %

 一54一



繍

灘

 、彗羅

垂
響
響
灘

籔

欄

 鐵
・

 灘.㈱

鑛
麟

撒

聯

繋

 
灘

繍

齢

灘

鰯

灘

灘

鍵

難

謹

響
糊藝

難

縫織 繍、難

灘騰

イの生長は認め

海水濃度10臨

 における生長速度は、52.5

32.3編)におけ

脇(S撮.22.5編

った.初期殻長

 での生長速度も同程度であった.

以上のことから、

ウバガイの低塩

長可能な塩分条

響が全くない塩分は海水濃度7脇

 2-3.底質の影響

図23には、異な

されている.微

6脇で半数分以上

1000μm)の場合

細砂～細砂で

合は2臨であっ

体が潜砂を完了

も速く潜砂行動

る。稚貝のサイ
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人工のガラスビ
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 好ましい底質条件を積極的

図24には異なる

63～258μ魏の微

250～500μ鵬の

μmの粗砂の場合

では78.4秒で、粗砂の場合とほぼ同じ値であっ

 ヒメバカガイの潜砂所要時間

共通していえるこ

 ことである。

先の潜砂率との関

 とって最適な底質条件であることが示された。

 図25には底質条件

鳩眺の条件では、

 に、主2日目には6眺に

砂が無い条件つま

 目に1個体が死亡し、

砂を用いた場合

に潜っている状態

 は生存出来なくなる。
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砂、粗砂におけ

トの場合には、

罵00～鐙00μm)の

 の場合のi/3に低下した。

これまでの結果を

因子であることが

しく、シルトや極

 死亡する個体があることが分った。

 2-4.溶存酸素飽和度の影響

 図27には溶存酸素飽和

ここではウバガイ

砂上に出てきた

上にある個体の割

酸素飽和度30%の

度が4臨以上であ

 と推察された。

第2節磯部ウバガイ漁場の環境特

 1.材料および方法

 1-1調査海域および調査期間

ウバガイの漁場と

査を行なった。

および茶屋ケ岬か
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 図中の破線A、Bは、ig88年
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まれた南北約6K

帯から水深12～

 ～欝89年の4年間行われた。

 i-2調査項目および分析方法

採水はバンドン

の測定はサーミ

水質環境として蝿

 成、頭、酸化還元電位

塩分はサリノメ

位計を用いて測

ODは次のように

に入れ、超音波

マンガン酸カリ

 法で得た懸濁液を吸光法で分析した。

 2.結果

 2-1.水質環境の特性

図29には、ig8

平分布が示され

分の分布をみる

分かる。漁場の中

りは、高い値を

 塩分30～32矯であり、低塩

このような低塩分

Aにみられるよう
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 に流入していたとは、考えられない。

翌々月の7月5日に

4月と同様に塩分は

うな低塩分水がど

によるものであろ

 隈川があり、現在ではそれが

磯部ウバガイ漁場に

季節的な変化をみ

 た2本の定線において環境調査を行った。

図32は、水温の

9月3日には25℃に上

19月8日には20℃、i2月i3日にはio℃に低下

先に述べたウバガ

 は好ましくない条件であった。

図33には漁場にお

の低塩分水が9月

翫.6、翫.7では

度は約海水濃度7

水濃度7膿(Sa1.2

S謎.32.3編)の場

 に流入している低塩分水

図34にはクロロフィル&濃度の変化が

7月には表層水の

近くは3～5μg/

ィルa濃度が高く
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と、水温の低下

琶/£と夏期の

塩分水が流入し

く低塩分水の栄

 のではないかと考えられる.

 2-2.底質環境の特性

次にウバガイの

 質環境の特性をみながら考察する.

図35には、S認

下旬における密

中心をもつ同心

 域に稚貝が集積していることを示している.

図36には、198

ている。漁場の

質域が存在し

場の中心域は脇

域になり、徐々

37-Aは塵泥の

で水平方向の

 沖側でやや低い値がみられた

図38-Aと、図

&濃度の等値線

漁場の中心域は

た。クロロフィ
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ODに対する回帰

の直線(Y=6.59

これを基準とし

は植物プランク

プランクトンにつ

て底泥中の有機

ついて調査海域
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、漁場内ではC
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タスであると考

、沈降し海底に堆
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 の傾斜が大きいほど
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潜っているとの

泥のコアサンプ

おいて温度が表

温度の低い層に移動

 磯部ウバガイ漁場の特性を

図42に、磯部、

た(Sa服kiig8

(殻長篇騰)に達

は5年もかかっ

ではないかと思

であるSt.6の水

鵬以浅のため、

ろの底層水温の変

気象庁海況旬報

図44にプロッ

15～20℃が最

上磯では、2.5月

すなわち、磯部

長がよくなるの

のの最適水温の期間

ところで磯部ウ

られる.潜砂試

行動を開始する

のに対し、粗砂
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 第m章アサリ

まえがき

アサリ(R寵it即es

ある.欝88年の漁

 生産高はホタテガイに次

1978年には二枚貝

た。しかしながら

種苗放流にその生

変化による漁場の縮

いまのところそれ

も確立されてはい

明することと、ア

として研究を進め

源が維持されてい

試み、また、アサ

 ついて考察した。

 第1節アサリの飼育試験による解析

 1.材料および方法

 1-1供試材料

材料として福島県

び宮城県東名浜(ig

 一87一
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 1-2飼育試験方法

 耐性試験・潜砂試験・生

 A.耐性試験

3珍円型ガラス

ずつ収容した。

回与えた。この

 露出に対する耐性試験を行った.

 A-i.水温

水温は5、鶏、蔦

 A-2.塩分

塩分は女川湾の

濃度70%(S&L22

 12.8篇)、海水濃度30%(Sa1.9

 A-3.溶存酸素飽和度

2珍ビーカーに殻

素量を経時的に

 砂上率を求めたも

 A-4.露出時間

アサリ稚貝を10個

 単位(iブロック)と

シャーレは湿タ

出し、実験条件

の伸長が認められない個体は死亡したもの
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 B.潜砂試験

 B-1.潜砂所要時間

*異なる底質条件下における潜砂所要時間

粒径の異なる4種類

弱舳iビーカーに

た。測定は1個体

を収容した.各々

 B-2.潜砂率

 *異なる塩分条件下における潜砂率の測定

海水濃度罵臨(S

〔Sal.i5.5篇)、

に調製した飼育水

 24時間後の潜砂率を求めた。

 C.生長試験

500畷ビーカー

ずつ収容し、餌料

給餌量はCODが約

6回とした。同一

育期間は1ケ月と

った。7～10Ei毎

いて以下に示す環

 C-i.水温
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 水温は5、10、15、20、23、2

 C-2塩分

海水濃度100%(

(Sal.15.5篇)、

になるように調製した。このとき

 C-3底質

底質の粒径をシ

 温は20℃とした。

 2.結果

 2-1水温の影響

図45に飼育水温

の場合は、知日

%に、3G日日に

℃では27、およ

個体がみられず

までに喋個体が死亡し、4日目までに全て死

図46に、餌料と

び25℃条件下に

30日間で舳m程

長は10℃では6

 20℃の場合に最大値を示した。

 図47に、水温とアサリの

Skeletonemacos

μm/day)を示し
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 20日間程度必要であることを示している.
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として鯉池底
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以上のことから、

とができる.アサ
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ても生長において

ことが示された

リは底質条件の変化に対して適応力が

 2-4溶存酸素飽和度の影響

 図55には溶存酸素飽和度に
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8眺に低下した場
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は生残率は90%で

には全数死亡し

日間は生存し、露

リは活性を抑えて生活しているものと考えられ

 第2節砂押川河口アサリ漁場の環境特性

 1.材料および方法

 調査水域および調査期間

図57に砂押川河

ち、多賀城市内を

の先端部に近いと

までとした。St.8は、St.1から約3㎞にある。

調査期間は欝88年4月からm89年9月に

調査項目

干潮時に、i騰2の

 を数え、分布密度を求めた。

水質環境として

底質撮境として

濃度、底泥の粒

場の環境調査の

 た。
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 2.結果および考察

 2-2アサリの分布密度

図58に、i988～1

 St.iにおける密度が高く、

St.2、3において

度は低下した。

にも同じような傾

 約50伽上流までである。

 2-2水質環境

図59には、砂押
St.6の表面水温

向をたどり、最

 た。

図60には、砂押川

塩素量は著しく

においてはSt.2

 矯であった。

1日間の塩素量

50分～9時30分

 採水し塩素量を測定した。

図61にはその鉛

St.6にまでおよん

底層水のそれが

面において低塩
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あり、"塩水くさ

 海水濃度77%に相当する。

このときアサリの

ところであった

アサリの生長には全く影響がない

St.6における干

試験からは生存が

(海水濃度約7跳

する耐性試験結果

された.アサリは

び殻を開き摂餌す

アサリの生息がS

と考えられ、それ以外に制限因子があ

図62に、砂押川

St.6のほうがSt、

 ロロフィルa濃度の

μg/£で、St.2

(9月)で、年間の変動幅は約3倍程度である。

図63-Aと図63

におけるクロロ

ロフィルa濃度

g/2であった。CO

St.8では、12p

水や農業排水の大
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CODが高く、富栄養化現象が現われて

 2-2.底質琿境

 図64は、St.iを除く7地点で

St.2、3は粒径2

鷲5～250μ驚の

占める割合が9臨以

St.7では粒径2

250μ磁の細砂が

 粒度分布は翫.蓬に似ており、分布蠣も広い.

図65には底泥の酸
酬と酸化状態を

示した。翫.8で

元状態では硫化

 であると判断された。ここで

以上のことから

流のSt.6、7は、

元状態でアサリの生息には不適な

議論

飼育試験結果か

上、底質は微細砂～粗砂の範囲にあるこ

 一l17一



 鑛
.黴
毒

 “
儲

(出
置
欝
妻
)督
麗
遡
濯
e聴
唖
熱
い
轟
呂

 O轟
鱒
嚢
繋
、

o

諸
国

圏

 O
罰
爲
駅

塑

 や
oO

 鱒
。
あ

 0
8
瓠
8
9
0
農
露
飼
鳴
禽
怨

 O癖

 ト
.鯉
⑳

 訳.鴎 8
鵠
§
群
。
8
0
欝
め
繋
8

 ㊤.騨鰹離

 OO騨

 9
誠

 騒遡。

 癖
.あ

圏
鑓

 。
§
§
炉
§
寳
嶋
鶴
沼

 OO贈

訳

。訳繋

 噂.嗣心移
 鱒.軽鰹塗

 O蛉

 一118一

讐
湿

 麟
.お
.

騒憾

 Oめ誤

 ,、

蕪雑難灘

 
 
繋



蟻

一一一一

覧
訓

 夢
⑳

磯
齢

鷺
齢

ノ

 鯵
ー
ノ
ー
-

 ㊨
、
、
竜

駕

 ＼
＼
一

馨

ゆ
嘗

 、
も
鳥
毛

 、
、
,

 ～
亀
も

盲
亀
蔦

 、
気
缶
亀

 ⑳
/
㊨
～
⑱

象

ゆ

急激導郵

 δ
審

 ,㌻～9ノ

至

 灘
難
灘

一
難
灘

灘
灘
総
犠

灘
灘
雛
灘

講



謹
灘

撫

灘

この条件をウバガ

てはより高温域に

 バガイの場合よりも低塩分

底質に対しては粒

る。シルトにおいて

アサリの場合には

 大きい種であると考えられた.

倉茂他(B57)によ

とができる。この

れた結果では12.

しても低塩分に対して抵抗性があることが示

溶存酸素飽和度に

てなくなり砂上に

飽和度5眺以下で

実験で得られたウ

であることが示さ

ための溶存酸素量は

次に砂押川河口漁

ようなものであ

水濃度77%に相当

 く細砂～中砂域である.

以上のことを総合

 因は、第一に底質、次に塩分条件である。

 一120一



灘

繋

馨

 “灘

 “灘

 第亙V章 総合論書義

二枚貝の漁場形成

と捕食者や餌生物

る(図総).両者は

生態を規定してい

調査だけでは困難

 ゆくことが重要であると考えられる。

これまでの二枚貝

幼生期に関する

1969、木下1985、

た報告は少なかっ

とがその理由のひ

 容物調査(木下ig49、

Te船reig73)の二つ

 1949)では硫aetoceross夢.

鵬rg短a馳sなどの

の餌としては藻類

摂餌実験では与え

価値が判断されて

 不明な点が残されている。

本研究によって

多量に含んでいる

 一121一
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潜砂性二枚貝

 漁場形成要因および資源変動要因

φ
物理・化学的環境生←

 ・蠢蠢、、、㌔、、
、、、、、、、＼
、、、＼、

 、、触＼、ヤヤ 

 ヤやなキ

 曳、、、＼＼蒐
キ

種特異的要求共通的要求

 ☆;アサリ・ウバガイ

 齢潜砂性二枚員の醐形厳因お
フローチャート

 (潜砂柱二枚貝の初期発育段階期に
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し、アサリ・ヤマ

高い底泥(鯉地底

果が低い底泥(貞

べん毛藻が多量に

トライタスであっ

イ、ヒメバカガイ

 最も高い餌料効果を示

臨crocystisae罵

藻や藍藻の細胞壁

セくいためである

部分に割れやすい

二枚貝は水中の懸

長に寄与している

すなわち、水中に

えられ、ウバガイ

考えられる(福庭

する効果には著

る。すなわち水

よって二枚貝は

に摂餌条件は厳

 要であると考えられる。

桑谷(19騒)はSk

と報告しているが

ことから、沈着初

類を使用してい

 一123一
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難

富城県栽培漁業

的小型の珪藻で

 音波処理によってSkel

1囎サイズのウバガイの餌料として

またSkeieto鍛鋼

 た場合にも増殖すると

eta1(鴛89)はSk

れた場合には光合

なことは認めら

マトシジミの生

しやく、低塩分水

 て広く利用可能であることを示している。

またSkeleto艶鶴

域底泥に餌料価

コストの軽減に

 る。

二枚貝の研究に

 ていないことであると考えられる。

本研究ではこれ

いて重点をおき

 つのことを判定できる。

 第一は二枚貝の活力の有無

潜砂行動から、

た。ある環境条

境のもとでの生

 一124一



なる塩分条件下

度100%(Sa1.32.3

の生残率もioO

時間を経過して

低く3眺であった

 間の耐性試験結果を

しかし生長におよ

必要であり、本研

 に役立っものと考えている。

ところで本砺究

 リについて実験を行

最適な水質環境(水温、塩分など)は

たとえば、ウバガ

25℃であった.最

 る。

また、ハマグリの場

19.2～32.2篇と

上が適当な条件と報告されている(沼口他198

一方、底質環境は

異なる底質礫境に

は微細砂～中砂

底後の安定した生

 で実現可能であると思われる。

さらに二枚貝にと

フィルa含量が多いことが望ましい
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このような底質環

給と、適度な流

ウバガイの重要な

られ、これが栄

かい砂や高い濃度

バガイにとって

行わなかったが、

ことから、ここ

があれば沈降物は

あれば、二枚貝類

 が長期間維持されることになると考えられる。

アサリ漁場として

って栄養塩が不断

 かである。

このようにみて

こに分布するか

なのは、底質で

 着底後の安定性と餌の供

水質環境はむしろ

るものと考えら

支観するなど、水

ことはできない

 が形成されるのであろう.

琵琶湖における淡

水質環境と深く関

 一126一



難

クトンの生産と有

栄養的な条件(COD

 (中村他罵86)。

このようにみてく

における生態の研

 枚貝の環境要求を明らかに

このことは、種苗

 られる。

今後は多くの二枚

要求を体系的に整

 が望まれる。
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